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研究成果概要 
平成23年度の本研究において、まずはスーパーカミオカンデの光電子増倍管および

エレクトロニクスのキャリブレーションを行った。 
それに続き、種々の実データとシミュレーションを用い、粒子フレーバー同定のパ

フォーマンスの確認、および系統誤差の評価を行った。 
(1) 宇宙線ミューオンを用いて粒子同定の研究を行った。これにより、ミューオン

をe型と間違う確率は、T2K実験の信号領域では1％のレベルである事が確認され
た。また、データとMCシミュレーションの比較から、系統誤差は約0.3%である
と評価した。 

(2) 電子ニュートリノおよびミューオンニュートリノのCharged Current反応をenr
ichした大気ニュートリノサンプルを用いて粒子同定の研究を行った。これらの
サンプルはスーパーカミオカンデで使われている粒子同定とは独立の方法で選
択され、それに対する粒子同定方法のパフォーマンスを調べる事で行われた。
この為に崩壊電子の情報を用いたサンプルの選択方法を開発した。具体的には、
(a) ニュートリノ反応に付随した崩壊電子信号の有無、(b)ミューオンニュート
リノサンプルの場合、エネルギーから予想されるミューオンの停止位置と崩壊
電子の位置が近い事、などにより選別される。この研究により粒子同定は電子、
ミューオン共に99%レベルで行われている事が示された。 

 
上記の結果を用い、T2K実験における電子ニュートリノの出現事象の探索が行われ

た。T2Kニュートリノビーム1.4×1020 POT(Proton On Target)のデータを解析した結
果、期待されるバックグラウンド1.5event±0.3eventに対して6eventの電子型ニュー
トリノの候補事象が得られた。θ13=0の場合に6eventが発見される確率は7×10-7であ
り、世界で初めての有限なθ13を示唆する結果を得た。 
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